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ロシアの体育・スポーツ

一一一極東地域を訪ねて 一一一
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ABSTRACT 

This report is an introduction about a situation of physical culture and sports in Russia. 

We can get information owing to the Glasnost policy gradually, The in-coming information is 

small. There are a lot of problems to be solved to improve educational environments. N巴W

system and contents are necessary for the school education. As school teachers are of low so-

c1al standing, and poorly paid, very few students desire to become school teachers. 

The following diagrams show an object of physical education, distribution of programs, dis 

tribution at home, contents of a study in track-and-field ev巴nts,and a method of the rating, etc. 

The Khabarovsk State Institute of Physical Culture trains highly qualified specialists 

(teachers, coaches, and instructors) in physical culture and sports of the Far East Russia. The 

reform has been spread from the college to the university. It is indispensable to enhance spe-

c1alities and to educate excellent leaders. These colleges and universitis make efforts to keep 

up with the alteration of social condit10ns 

I はじめに

1991年8月，共産主義の復活を策したクーデターは失敗し， 12月にはソビエト連邦政府は崩

壊した。ペレステロイカ，グラスノスチ政策の効果もあって，ロシアに関する情報は少しずつ

ではあるが明らかになってきている。しかし国家自体が政治的 ・経済的に混迷し，加えて断片

的な内容であるために，いまだ不明瞭な部分は大きい。

スポーツ界においては1948年以来国際的競技力向上がはかられ，モスクワオリンピックの一

応の成功をおさめ，国際的競技会での活躍は依然すばらしいものがある。しかし民間レベルに

おいてはそれを支えていたrT Oとスポーツ等級制度が終了し，エリートスポーツの華やかさ

の一方で、， 一般の体育 ・スポーツでは様々な問題をかかえている。

次代を担う子供たちゃ若い世代の教育に力をいれることはその国の着実な発展にとって重大

な課題である。国家が新しくなるとき，教育もまた制度 ・内容において変わらなければならな
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いが，独自の教育システムはありつつも，児童 ・生徒の教育の実際場面で抱える諸問題は多く

残っている。

今回ロシア極東地域を訪問する機会を得ることができた。ハバロフスク市，ユジノ・サハリ

ンスク市を中心に学校教育の現況を視察し，ハバロフスク体育大学での情報交換では大きな成

果をみた。また， 学校体育の内容や教員の現状について理解を深めることができた。さらに，

我が国でも実施が検討されている「スポーツ宝くじ」のロシアでの現状についてここに報告す

る。

II ハバロフスク体育大学…極東地域の体育の中心

シベリアを雄大に流れるアムール川，その一部は中国との国境でもある。夏には日光浴に人々

が集まる憩いの場となり，ハバロフスク市民に潤いをあたえてきた。探検家エロフェイ・ハパ

ロフにちなみこの街の名がついた。レーニン広場からカール・マルクス通りがメーンストリー

トで，アムール川沿いの公園へと続く。その一角にハバロフスク体育大学がある。 近辺には図

書館や博物館など，石づくりの建造物が並び歴史と伝統を感じさせる。

1947年，体育中等専門学校と して始まったこ

の大学は長い歴史を有し，極東体育・スポーツ

の中心である。学校・ スポーツ学校， 短大や専

門学校，スポーツクラブのコーチ等幅広い教員

の養成がなされている。卒業生は東シベリア全

域で教員 ・コーチとして活躍している。特にス

キー・ボクシング・7］（泳・レスリング ・パワー

リフテイング・サンボ・柔道で良い成績をあげ

ている。女子の高等教育への進学率は高く，体

育大学での女子学生の割合は約40%である。現

在は長野冬季オリンピックの強化キャンプ地の一つである。

写真 1 学長とともに

単に優秀なスポーツマンだけでなく， スポーツや関連する各分野で幅広く活躍できる人材を

育成することが求められ 急激な社会の変化とそれらに対応する高等教育機関としての積極性

が力強く感じられた。そのためにも，極東各地域の体育教官との連携を積極的に進め， 極東と

しての中心・情報源としての地位を確実なものとするための努力がなされている。 昨年にはサ

ナトリーやリハビリーセンターの要請に応え，リハビリー科を新設した。次に検討されている

のが，放送局のスポーツ担当あるいはマネージメン トの学科である。また将来的に脚光を浴び

ようと しているのがスポーツ関連の観光専門家コースである。

優秀な人材を集める努力は通信教育にも入れられている。 教員やかつての優秀選手に再教育

をし資格を取らせ，彼らの経験を生かしたより高い専門性を身につけたスペシャリストを育成

しようとしている。写真一2は，現職女子教員のスクーリング風景（レスリングの授業）である。



固からの資金的援助を得るためには， 優秀な

スポーツ選手の存在が必要である。現在日人の

ロシアスポーツチームに所属する学生がいる。

国際的・囲内的レベルのスポーツ選手の早期発

掘・強化がすすめられている。そのための具体

的方策として 1 ）各学校のスポーツコースの

高校生を対象と して準備授業の実施 2）入学

が決定した高校生を集め，入学前の指導を実施

3）教員の上級資格取得の為の再教育がとられ

ている。
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写真2 レスリングの授業風景
（ハバロフスク）

スポーツスペシャリストにとっては通常のカリキュラムでは履修が困難であるので， 1年分

のカリキュラムを 2年で履修する等の特別カリキュラムが配慮されている。現在50人程が特別

プログラムで学んでいる。

皿 単科大学から総合大学への転換

これまで高い専門性をもっ技術者 ・科学者を育て，個々の分野では高度の技術レベルを有し

てきた。しかし，国民の生活水準の実態から見ると高度の科学技術は一面的なものでしかなかっ

た。スポーツの分野でも，かつては社会的地位と安定した生活を手に入れるには優秀なスポー

ツ選手になることが最短距離であるかの風潮があったし，ソビエトの体育 ・スポーツ政策と一

体化して効果を上げてきた。しかし， 現在では若者のスポーツ離れが進み，産業 ・経済界そし

て金融界がそれに取って代わろうとしている。体育大学でも同様に総合的 ・複合的な分野が重

視されるようになり，社会 ・経済の変化に対応した大学の変革を進めている。

体育大学では単科大学から総合大学への転換が図られ， 「極東のスポーツアカデミー」を目

指し着実にすすめられている。そこで目指しているものは 1 ）幅広い視野をもっ専門家の育

成， 2）総合科学として通用する高い専門性， 3）ハイレベルの競技力と人材の早期発掘 4) 

中等教育での準備教育（各教育機関との相互理解と相互協力）である。専門教育では少人数教

育を伝統的に徹底している。 体育実技

の授業は教員I名につき，学生は8-

10人が標準である。

大学として30周年を迎えつつあり，

新しい知識や技術の獲得のため国際交

流に力をいれるようになった。 しかし

スポンサーがつかなければ定期的交流

は困難であり，経済的な問題も多い。

ハバロフスク体育大学では主に中国の
写真3 スキーの授業風景
（ユジノサハリンスク）
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学生を多く受け入れ，既に80人程が卒業し通訳資格を取得し両国の橋渡しとして貢献している。

ハルピン大学との講師相互派遣研修は定期的に行っている。

3月には科学会議開催が予定されている。市民レベルの幅広い（幼稚園鬼から大人までの）

スポーツ活動が中心に検討される等，スポーツの現状打開の道を探ろうとしている。

N 学校教育・体育事情

教育労働者の社会的地位はあま 表1 労働者の月平均賃金（サハリン州） （単位： ルーブル）

年 1985 1990 1992 

国民経済全体 340.5 477.2 9,425.5 

工業 399.7 575.6 11,490.7 

農業 385.5 539. 5 8,284.5 

保健体育・社会保障 236.6 317.6 6,018.2 

国民教育 244.7 305.7 5,171.4 

文化 204.5 309.6 5 102 .8 

科学 347.2 537.4 7 ,529 .4 

金融・保険 332.6 662.4 16,118.0 

り高くはない。賃金も表－ 1のよ

うに労働者全般でみても低い方で

ある。給料を増やすために担当時

数を 2倍に希望する教員もいる。

したがって，教育大学や体育大学

の学生でも一般の学校の教員には

なりたがらない。教員よりは自由

経済への移行期なのでビジネス面
（ロシア極東データブックより抜粋）

に係わっていくものが多い。レベルの高いスポーツ選手は全ロシア選抜チームを目指したり，

あるいは民間（公営）のスポーツクラブのコーチを目指す学生が多い。女子の高等教育への進

学率が高く，一般の学校では女子の教員がほとんどで，年齢も高い。ハバロフスクのN55学校

では男性は l名であった。本人が希望しなければ異動もない。地方の学校では，体育の専任教

員がいないところが多い。大人のスポーツ離れもすすみ，同時に若者に教えてくれる人が減っ

たので“若者のスポーツ離れ”は急速に進んで、いる。

学校教育では， 学年構成は小学校が1～ 4学年，中学校が5- 9学年，高校が10-11学年の11

年制であるが，今は4学年は実施していない。3年生の次は5年生で，現実には10年である。

一般の学校では，同じ校舎で学ぶ。学校は2部制で，学年により午前か午後のどちらかに学校

へ行く。N.9ユジノ・サハリ ンスカの3年生の場合，1時間目は13時30分に始まり35分授業で，

l日5時間の授業である。 日中の街なかに子供たちの姿が多く見られる。スポーツクラブでト

レーニングする子もいれば，農村部の道路で読書しながら午乳や野菜を売る姿もよ く見られる。

道端で車洗いで稼ぐ子もいる。一方で野放しとされている子供も多く， 大人の凶悪な犯罪とと

もに， 子供たちの非行が問題になっている。

体育科目の課題は以下の4つにまとめられ， その中心は体づくりである。 1）成長する子供

の体を鍛え，健康を増進し，調和的に育成すること，2）マナー，意志を鍛え，道徳心を育成

すること 3）体育の知識を身につけ，体力を向上させること，4）スポーツ・体育への関心を

高め，自己体育への欲求を身につけさせること。

各単元の時数配当が表－ 2である。 また宿題として科せられる個人の1週間のト レーニング

内容と運動量が表－ 3 （自主的な課題）である。ランニングは男子が8～ lOkm，女子が7-9 km, 

十

-守



表2 各学年の時間配当表

Pa3且e.nb1np:>「paMMbl

C1さeaeH川口0中日3HYt:'CKO品 Ky.nbType

HWo；~i1H口t!)l~~；~~H
「HMHaCTHKa

3.neMeHTbl cnopTHBHblX H「P

乃bf)l<HaHnom「σTOBK a 

刀erKa日aT.』E丁目Ka

日.naB3HHe

BHLlbl C3M口CT加 Te.nhHblX33HH丁目品

Beα＇（） Y3COB 

表3 自主的な課題

BHJJ.bl且BHra下E』bHO品LlCHTe.%HOCTH

5er (KM) 
H.nH 
Xo.且b6aHa .nbf)l(aX (KM) 

日pbi)l(KHCO CK3K3.nKOH (p幻）

noaTIJrn凶HHeHa臼blCOKOHnepeK.naJ(HHe (pa3) 
H.nH 
日OL!TH「HBaHHeHa HH3KOH nepeK.naa11He 
H3 BHC3λe)l(a （閃3)

Crn6aHHe 11 Pお「H6aHHepyK s y口口問 .ne)l(a
( Ha CK a MeHKe 川 HCTy .ne) (pa3) 

noaHHMaHue npHMb収 HOr113 no.no)l(eH HH 
.ne)Ka Ha cm1He (pa3) 

Ha印刷 snepeac npHゐlblMHHOraMH 0. c. 

y,,acT問問TbB nOJ(BH)KHblX H cnopTHBHblX 

urpax so LlHeypo可HoeBf光州

KaT3TbCH Ha .nbJ)l(aX, K01i11Kax, caHKaX 

Bb1円o.nHHTbyTpeHHIOIO rnrneHH可ecKy悶 「川IH3CTHKY
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Pacnpeae.neHHe咽 COB口OK月accaM

2 3 4 

8 np 8UCCce )"ie6HOH ae只TeJlbHOCTH

50 50 32 34 

4 6 8 10 

10 12 12 12 

10 12 

npH Ha.河川明iHY仁nOBHHBl 3 Kλaccax 

B npo11ecce ypoKOB 

64 68 62 68 

（＂問、問MMbl) 

Heae.nbHb1e o6'beMhl 
L!BH「aTe.nbHOHae日Te.nhHOCTH

Ma』b可HKH 且eBOYKH

8 10 7-9 

10 12 8-10 

800 1000 800-1000 

20-25 

45 55 45-50 

45-50 45-50 

50 60 50-60 

50-60 50-60 

e)l(eL!HeBHO e)l(CL!HeBHO 

e)l(eL!HeBHO E河＜e且HeBHO

e)l(e且HeBHO e)l<e且HeBHO

縄跳び、は男女とも800-1,000回のよう に具体的に示される。各学年毎に示され，表は 2年生の

ものである。

3年生の陸上競技の学習内容は，競技場におけるマナーの説明， 歩行及びランニンク＼ハー

ドルを越える歩行，スタンデイ ングスタートと30m走，リズミカjレなラ ンニング（2, 5分），

ジヤンピング，立ち幅跳び、（15-20cmの高さのロープを越える），走り幅跳び， 6m離れたと

ころから高さ 3mのパーを越えるボール投げ， 1 kgボール投げ（ 5 - 6 m），右手及び左手に

よる投げ方等である。

体育の授業で配慮すべき事項として以下の点があげられている。 1) 1年生では「水におけ

る安全・マナー」の指導を12時間， 2- 3年生では7時間を実施する。 2）春の時期に「民間

防衛」 を6時間実施する。3）具体的条件により教員は時間配当を変更することができる。例

えば降雪地域ではスキーの授業時数を体操 ・水泳 ・ゲームの時間に置き換える等である。 4)
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ゲームはその地方のゲームや民族ゲームに替えることができる。 5）児童生徒の関心をひくた

めに，レッスンに音楽や様々な器具・器械・器材を活用すること。6）健康診断の結果と体力・

体調を考慮し，個別的に取り扱いをすること。7）生徒の心理的特性に配慮すること。 レッス

ンを楽しく， 内容が体力づくりに偏らないために，ゲーム的運動内容を活用する 8) 6歳の

子供はまだ自己を管理する能力が未熟であるので指導には特に注意すること。運動しすぎて疲

れないように，エクササイズの運動量のバランスに注意する等である。

評定の方法は知識，運動のテクニツク，運動結果の標準によって総合的に評定をする。評定

は5段階である。運動のテクニックでは次の観点による。「5」は，運動が正確に行われる，ゲー

ムのルールがわかり上手に利用できる。「4Jは，エクササイズは問題なく行われるが，若干

緊張感がみられる。「3」は，エクササイズの実施でいくつか間違える，ゲームのルールがわかっ

ても上手に利用できない。「2」は，エクササイズができないし，何度も間違える．ルールの

理解も不十分である。「1Jは，全くできない。2やlの評定があると上級学校への進学はで

きないが，実際にはこの評定を受けるものはほとんどいない。

学習の基準となる具体的指標は表－4である。スタンデイングスタートによる30m走では，

女子は 5が 6" 3, 4が 6" 7, 3が7" l，男子では5が6" 2, 4が6" 6, 3が 7" 0 

である。そのほか8団連続の両脚跳び（m），走り幅跳び（cm），懸垂 （回），スキー1km （分）

等である。 l年生では評点はつけずに，口頭で説明する。 2年生からは知識について質問法で

テストする。応答がまちがっているときや，よく理解されていない時は解説し，より確実に理

解させることとしている。

表4 学習の基準

BH且bly口pmKHeHH品
Pe3yJibT日TbI11 ouettKa 

5 4 3 

6e「30Mc BbICOKOro napTa (C) JleHOYKH 6.3 6.7 7.1 
MaJibYHKH 6.2 6.6 7.0 

6e「15QQM（氏ヨ円eTaBpcMeHH) JleBO可KH
MaJibYHKH 

MHOl'OCKOKH, 8 npbllKKOB (M} A巳B倒 的i 8.8 6.8 4.8 
MaJibYHKH 9.0 7.0 5.0 

npbllKKH B ,llJIHHY C pぉ6era(CM} JleBO'IKH 180 160 150 
Ma.llbYHKH 200 180 160 

flpbl)Kf{H B BblCOTy C pa愈 ra(CM} lleoo可I{J,1 70 65 55 
MaJI1叫恒例 75 70 60 

MeTaHHe M3.IIO「OM刑aB ueJib c 6M H3 且巴BO'll<H 3 2 1 
5 nonbITOK (KOJIHYeCTBO nona,ll3HH両） MaJibYHKH 3 2 1 

no.aT畑、H回 HHeHa Bb!COKO品目E伊印刷 HHe
113 BHC3 (P33) Ma.llbYHKH 3 2 1 

日0,llT只「H朗 HHeHa HH3KOii nepeKJI3,llHHe JleBOYKH 8 6 4 
H3 BHCa JielKa （仁田）

Xo且blK3Ha Jlbl)l{3X 1 KM ( MHH, C) JleBO'IKH 9.00 9.30 10.00 
HJIH MaJiblJHKH 8.30 9.00 9.30 

Xo.ab6a Ha Jlbl)l{3X 2 KM 
(6eヨyYeTa BpeMeHH) 
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一般の学校では体育館やプールのないところが多い。したがって，学校体育の内容では， 体

づくりやトレーニングが多くなっている。そのために，運動が単調とならぬようゲーム性を重

視したり， 興味・ 関心を低下させないための工夫が強調されている。

v スポーツ宝くじ

我が国でも 「サッカーくじ」の実施が検討されているが，ロシアではオリンピックの資金，

競技力向上の資金調達を目的に， 既に「スポーツ宝くじ」 （スポルト・ ラトラ リア）が導入さ

れている。競技スポーツの米ソ対局時代に経済的困窮の中で大量の選手派遣のための方策の一

つであった。第四回東京オリ ンピックでは大選手団の派遣を実現し成功をおさめた。

その目的としては， 1 ）現地スポーツの促進， 2）スポーツ全般の促進， 3）オリ ンピック

等の選手強化財源である。 現在は長野そしてアトランタオリ ンピックへ向けての資金づくりが

進められている。運営 ・管理は，ロシア国民オリンピック基金，民族スポーツ基金，スポーツ

宝くじ協会 （運動促進担当）の3ヶ所でされている。ユジノ ・サハリ ンスク市では， 駅前のレー

ニン広場の角に売店がある。

最近の傾向としては，人気の回復を図るためいくつかの工夫がされている。その場で結果が

分かるタイプが多く売られている。 くじをコイン等で、擦ってコーテイングを剥がし， 同じマー

クが揃えばよいものO 最低の当たりが「もう一度ひける」もので，この率を高くしている。こ

うすることで売場には人が多くなるので，並ぶことが好きなロシア人の関心をひくことを意図

しているのかも しれない。写真－4のように，欧米の宝く

じを参考にして，デザインも刷新し，カラフルになった。

乗用車が当たる ものもある。よく売れる商品は300-1000

ルーブルで，賞金の最高額は1億ルーブルであった。

また旧来からのものとしては （図 1), 1 -36の数字

から 5つの数字を選ぶタイプのくじである。 3つの部分に

同じ記入をし， lつは自分で保存し2つは郵送する。発表

写真4 スポーツ宝くじ 図1 スポーツ宝く じ
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は毎週テレビで行われる。16歳未満は買うことができないと記されている。期間に間に合わな

かった時は，次回に有効となる。

もう lつのタイプはサッカーの試合結果を予測するものである。これらも，2通り答えられ

るものや， 1枚で数回の結果全部を予測するものなど種類が多い。

売り上げ収益はスポーツの財源として有効な手段となり，多くのスポーツ施設が各地に建設

された。また少年スポーツの促進にも役立っている。以前は大きな金額が当たると名前を発表

していたが，最近では治安が悪化していることもあり発表はしない。また CM広告も出してい

ない。

VI おわりに

最近になって商品が豊富に並んで，街には活気が感じられるようになってきた。建設途中で

放置されていた工事も再開されている。しかし，学校では紙やチョークの不足は解消されず，

小さな学校で、は校長が街へで、たときに自費で購入し，間に合わせているところもある。ソビエ

ト時代の質の悪い教育施設は老朽化し手が着けられずに放置されている。経済が活気を帯びて

きているとはいえ，学校教育の予算，施設設備，備品までとなると，まだまだ時間がかかるで

あろう。学生の教員志望は改善されず，教育内容が新しくなっても，教員の研修や再教育など

地方の学校まではまだ達していない。

そうした苦悩の中にあって，体育大学や高等教育機関にあっては，時代の変化に対応しつつ，

新しいシステム・内容への変革を進めている。地域の情報を幅広くつかむためにも，人的な交

流を図りつつ，極東地域の中心としての総合大学を目指した新たな動きを始めている。

付 記

本編は，本学の平成6年度特別研究費を受けて行われた海タ同汗修の報告である。
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